
No.

指定

作
品
名

作
者
名

時
代

材
質
・
技
法

員
数

寸
法 （
ｃｍ
）

展
示
期
間

1

○

船
絵
馬

繪
馬
屋
藤
兵
ヱ

明
治
21
年（
1
8
8
8
）奉
納

紙
本
着
色
・
板

一
面

9
6

・5

×

1
9
6

・0

全
期

2

○

海
難
図
絵
馬

明
治
33
年（
1
9
0
0
）奉
納

板
着
色

一
面

8
8

・7

×

1
1
7

・0

全
期

3

○

海
難
図
絵
馬

昭
和
7
年（
1
9
3
2
）奉
納

板
着
色

一
面

4
8

・5

×

6
1

・5

全
期

4

○

船
模
型﹁
表
菱
垣
廻
船
金
比
羅
丸
﹂

海
部
屋
市
左
衛
門

寛
政
8
年（
1
7
9
6
）奉
納

木
造

一
艘

全
長
2
7
0

・2

全
期

5

□ ○

象
頭
山
社
頭
並
大
祭
行
列
図
屏
風

伝 

狩
野
清
信

元
禄
末
年
頃（
1
7
0
3
〜
1
7
0
4
）

紙
本
着
色
金
砂
子
撒

六
曲
一
双

各
1
4
0

・8

×

3
5
0

・4

全
期

6

象
頭
山
十
二
景
図

賛  

林
鵞
峰 

林
鳳
岡

画  

狩
野
安
信
　
狩
野
時
信

江
戸
時
代

紙
本
墨
画
着
色

十
二
幅
対

各
1
2
0

・0

×

5
1

・4

前
期

六
幅

後
期

六
幅

7

大
物
主
神
御
影

菊
池
容
斎

明
治
6
年（
1
8
7
3
）

絹
本
着
色

一
幅

1
1
9

・0

×

3
8

・0

全
期

8

崇
徳
天
皇
御
影

菊
池
容
斎

明
治
6
年（
1
8
7
3
）

絹
本
着
色

一
幅

1
1
9

・1

×

3
7

・9

全
期

9

●

木
造
十
一
面
観
音
立
像

平
安
時
代

木
造
彩
色

一
体

高
さ 

1
4
5

・7

全
期

10

●

弁
才
天
十
五
童
子
像

伝 

巨
勢
金
岡

室
町
時
代

絹
本
着
色

一
幅

1
2
9

・0

×

5
3

・0

全
期

11

不
動
明
王
像

伝 

巨
勢
金
岡

室
町
時
代

絹
本
着
色

一
幅

8
9

・9

×

3
7

・8

全
期

12

金
毘
羅
狗
図

平
林
春
一

昭
和
13
年（
1
9
3
8
）

絹
本
着
色

一
幅

1
1
0

・0

×

4
2

・5

全
期

13

●

稚
松
丹
頂
図

円
山
応
挙

天
明
7
年（
1
7
8
7
）

紙
本
墨
画
淡
彩
金
砂
子
撒

襖
四
面

各
1
8
2

・5

×

9
1

・5

全
期

14

●

芦
丹
頂
図

円
山
応
挙

天
明
7
年（
1
7
8
7
）

紙
本
墨
画
淡
彩
金
砂
子
撒

襖
四
面

各
1
8
2

・5

×

1
3
9

・0

全
期

15

●

遊
虎
図（
東
面
）

円
山
応
挙

天
明
7
年（
1
7
8
7
）

紙
本
墨
画
淡
彩
金
砂
子
撒

襖
四
面

各
1
8
2

・5

×

1
3
9

・0

全
期

16

●

遊
虎
図（
北
面
右
）

円
山
応
挙

天
明
7
年（
1
7
8
7
）

紙
本
墨
画
淡
彩
金
砂
子
撒

襖
四
面

各
1
8
2

・5

×

1
0
6

・5

全
期

17

●

遊
虎
図（
北
面
左
）

円
山
応
挙

天
明
7
年（
1
7
8
7
）

紙
本
墨
画
金
砂
子
撒

襖
四
面

各
1
8
2

・5

×

1
1
5

・5

全
期

【
指
定
】　
● 

重
要
文
化
財
　
○ 

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
　
□ 

県
指
定
有
形
文
化
財

作
品
保
護
の
た
め
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

前
期
：
5
月
22
日（
金
）〜
6
月
14
日（
日
）

後
期
：
6
月
16
日（
火
）〜
7
月
12
日（
日
）

出
品
目
録

～ 

金
刀
比
羅
宮
の
た
か
ら
も
の 

～

。さ

こ
ん
ぴ
ら

昔
も
今
も
、

ん

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館  

開
館
１
周
年
記
念
特
別
展
覧
会

2
0
1
5
年 

５
月
22
日（
金
）
～
7
月
12
日（
日
）

主
催
：
金
刀
比
羅
宮
、あ
べのハル
カ
ス
美
術
館
、産
経
新
聞
社
、関
西
テ
レビ
放
送
　

協
賛
：
清
水
建
設
、今
治
造
船
、琴
参
閣



18

●

遊
虎
図（
西
面
）

円
山
応
挙

天
明
7
年（
1
7
8
7
）

紙
本
墨
画
淡
彩
金
砂
子
撒

襖
四
面

各
1
8
2

・5

×

1
3
9

・0

全
期

19

●

竹
林
七
賢
図（
東
面
）

円
山
応
挙

寛
政
6
年（
1
7
9
4
）

紙
本
墨
画
金
砂
子
撒

襖
四
面

各
1
8
2

・5

×

1
3
9

・0

全
期

20

●

竹
林
七
賢
図（
北
面
）

円
山
応
挙

寛
政
6
年（
1
7
9
4
）

紙
本
墨
画
金
砂
子
撒

襖
四
面

各
1
8
2

・5

×

1
1
5

・2

全
期

21

陵
王
図
・
桜
樹
太
鼓
図
衝
立

岸
岱

天
保
15
年（
1
8
4
4
）

紙
本
金
地
着
色

衝
立
一
基

1
7
6

・3

×

1
7
9

・1

全
期

22

□

花
丸
図

伊
藤
若
冲

明
和
元
年（
1
7
6
4
）

紙
本
着
色
金
砂
子
撒

襖
四
面

各
1
7
7

・5

×

9
1

・0

全
期

23

琴
平
山
遠
望

高
橋
由
一

明
治
14
年（
1
8
8
1
）

油
彩
・
綿
布（
板
に
貼
込
）

一
面

6
1

・0

×

1
4
1

・5

全
期

24

琴
陵
宥
常
像

高
橋
由
一

明
治
14
年（
1
8
8
1
）

油
彩
・キ
ャ
ン
バス

一
面

6
4

・4

×

5
6

・8

全
期

25

巻
布

高
橋
由
一

明
治
8
〜
9
年（
1
8
7
5
〜
7
6
）

油
彩
・キ
ャ
ン
バス

一
面

3
6

・3

×

4
8

・2

全
期

26

読
本
と
草
紙

高
橋
由
一

明
治
7
〜
8
年（
1
8
7
4
〜
7
5
）

油
彩
・キ
ャ
ン
バス

一
面

3
9

・0

×

5
4

・0

全
期

27

豆
腐

高
橋
由
一

明
治
10
年（
1
8
7
7
）

油
彩
・キ
ャ
ン
バス

一
面

3
2

・8

×

4
5

・2

全
期

28

な
ま
り（
な
ま
り
節
）

高
橋
由
一

明
治
10
年（
1
8
7
7
）

油
彩
・キ
ャ
ン
バス

一
面

4
1

・4

×

5
4

・8

全
期

29

鯛（
海
魚
図
）

高
橋
由
一

明
治
12
年（
1
8
7
9
）

油
彩
・キ
ャ
ン
バス

一
面

4
5

・0

×

6
0

・2

全
期

30

桜
花
図

高
橋
由
一

明
治
12
年（
1
8
7
9
）

油
彩
・キ
ャ
ン
バス

一
面

5
1

・4

×

6
3

・9

全
期

31

富
士
山
杉
樹
図
屏
風

伝 

狩
野
永
徳

安
土
桃
山
時
代

紙
本
金
地
着
色

六
曲
一
双

各
1
5
5

・5

×

3
4
2

・0

全
期

32

三
十
六
歌
仙
額

狩
野
探
幽

狩
野
尚
信

狩
野
安
信

慶
安
元
年（
1
6
4
8
）

板
絵
金
地
着
色

三
十
六
面

各
6
3

・6

×

4
1

・6

全
期

33

蹴
鞠
図
屏
風

江
戸
時
代

紙
本
金
地
着
色

六
曲
一
隻

1
5
7

・3

×

3
5
6

・0

全
期

34

●

な
よ
竹
物
語
絵

詞
書  

伝 

藤
原
為
家

画 

伝 

藤
原
隆
能

鎌
倉
時
代

紙
本
着
色

一
巻

3
1

・4

×

1
3
1
7

・4

場
面
替
え

35

琴
棋
書
画
図
小
襖

冷
泉
為
恭

江
戸
時
代

紙
本
金
地
着
色

四
面

琴
図 

2
3

・7

×

4
3

・6

棋
図 

2
4

・0

×

4
3

・6

書
図 

2
3

・3

×

4
3

・3

画
図 

2
4

・0

×

4
3

・6

全
期

36

水
鳥
写
生
図

田
中
訥
言

江
戸
時
代

紙
本
着
色

一
巻

3
3

・6

×

6
3
6

・3

場
面
替
え

37

山
水
図
屏
風

狩
野
探
幽

江
戸
時
代

紙
本
墨
画

六
曲
一
双

各
1
5
7

・9

×

3
4
0

・2

前
期

38

源
氏
物
語
図
屏
風

伝 

土
佐
光
元

江
戸
時
代

紙
本
金
地
着
色

六
曲
一
双

各
1
4
9

・8

×

3
4
9

・6

後
期

39

見
立
女
三
宮
図

勝
川
春
章

天
明
3
年（
1
7
8
3
）

絹
本
着
色

一
面

1
2
3

・5

×

5
4

・3

全
期

40

讃
岐
院
眷
属
を
し
て

為
朝
を
す
く
ふ
図

歌
川
国
芳

嘉
永
年
間（
1
8
4
8
〜
1
8
5
4
）

紙
本
木
版
多
色
摺

大
判
三
枚
続

右 
3
6

・5

×

2
5

・0

中 
3
6

・5

×

2
5

・2

左 
3
6

・5

×

2
5

・5

全
期

41

葡
萄
栗
鼠
図

森
寛
斎

明
治
16
年（
1
8
8
3
）

絹
本
墨
画

一
幅

1
4
2

・6

×

5
5

・6

全
期

42

鯉
魚
図

長
沢
蘆
雪

江
戸
時
代

紙
本
墨
画
着
色

一
幅

5
5

・3

×

1
2
9

・9

全
期

43

扇
面
旭
日
鶴
亀
図

司
馬
江
漢

江
戸
時
代

絹
本
着
色

一
幅

6
3

・3

×

9
8

・4

全
期



和
暦

西
暦

で
き
ご
と

長
保
三

一
〇
〇
一

一
条
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
︑藤
原
実
秋
が
社
殿
・
鳥
居
を
修
築
す
る（
伝
承
）

長
寛
元

一
一
六
三

保
元
の
乱（
一
一
五
六
）で
敗
れ
︑讃
岐
国
に
配
流
さ
れ
て
い
た
崇
徳
天
皇
が
参
拝
・
参

籠
す
る（
伝
承
）

永
万
元

一
一
六
五

前
年
崩
御
の
崇
徳
天
皇
御
霊
を
大
物
主
神
と
合
祀
︑

二
柱
の
御
祭
神
を
祀
る（
伝
承
）

天
正
元

一
五
七
三

一
一
月
　
別
当
金
光
院
権
少
僧
都
宥
雅
が
松
尾
寺（
後
の
金
毘
羅
宮
）金
毘
羅
宝
殿

を
造
立
す
る

天
正
六

一
五
七
八

長
宗
我
部
元
親
に
よ
る
戦
禍
に
見
舞
わ
れ
る（
同
一
二
年
ま
で
）

天
正
一
一

一
五
八
三

長
宗
我
部
元
親
が
三
十
番
神
社
の
葺
き
替
え
を
行
う

天
正
一
二

一
五
八
四

一
〇
月
　
長
宗
我
部
元
親
が
松
尾
寺
仁
王
堂
を
造
立
す
る

天
正
一
三

一
五
八
五

八
月
　
豊
臣
秀
吉
よ
り
讃
岐
を
与
え
ら
れ
た
仙
石
秀
久
が
松
尾
寺
に
制
札
を
出
す

一
〇
月
　
仙
石
秀
久
よ
り
一
〇
石
の
寄
進
を
受
け
る

こ
の
年
︑仙
石
秀
久
よ
り
源
信
国
作
太
刀
一
振
の
献
納
を
受
け
る

元
和
九

一
六
二
三

金
毘
羅
本
社
が
で
き
︑古
堂
は
行
者
堂
に
引
き
直
す

正
保
二

一
六
四
五

一
月
　
別
当
宥
睍
が
参
府
し
︑将
軍
徳
川
家
光
に
お
目
見
え
す
る

こ
の
年
︑讃
岐
高
松
藩
初
代
藩
主
松
平
頼
重
が
三
十
番
神
社
を
改
築
す
る

慶
安
元

一
六
四
八

二
月
　
徳
川
家
光
よ
り
金
毘
羅
権
現
社
領
三
三
〇
石
の
寄
付
を
受
け
︑

山
林
竹
木
諸
役
等
免
除
の
朱
印
状
を
授
け
ら
れ
る

八
月
　
松
平
頼
重
が﹁
三
十
六
歌
仙
額
﹂（
No
・
32
）を
奉
納
す
る

慶
安
二

一
六
四
九

一
月
　
松
平
頼
重
が
用
材
を
寄
進
し
た
大
門
が
上
棟
す
る

慶
安
四

一
六
五
一

八
月
　
松
平
頼
重
が
寄
進
し
た
木
馬
舎
が
上
棟
す
る

こ
の
年
︑大
門
を
改
築
竣
工
し
︑新
た
に
仁
王
像
を
造
っ
て
安
置
す
る（
後
に
仁
王
門

と
呼
ば
れ
る
）

万
治
二

一
六
五
九

四
月
　
御
本
社
を
下
遷
宮
す
る

八
月
　
御
本
社
を
上
遷
宮
す
る

こ
の
年
︑観
音
堂
と
金
剛
坊
を
移
転
す
る

延
宝
元

一
六
七
三

一
二
月
　
松
平
頼
重
が
多
宝
塔
を
建
立
︑寄
進
す
る

延
宝
年
間
一
六
七
三

〜
八
一

狩
野
安
信
・
狩
野
時
信
筆﹁
象
頭
山
十
二
景
図
﹂（
No
・
6
）が
成
る

元
禄
一
六

一
七
〇
三

こ
の
頃
︑﹁
象
頭
山
社
頭
並
大
祭
行
列
図
屏
風
﹂（
No
・
5
）が
描
か
れ
る

享
保
三

一
七
一
八

七
月
　
将
軍
徳
川
吉
宗
よ
り
社
領
の
朱
印
状
を
授
け
ら
れ
る

宝
暦
一
〇

一
七
六
〇

五
月
　
勅
願
所
と
な
り
︑朝
廷
よ
り
日
本
一
社
の
綸
旨
を
受
け
る

明
和
元

一
七
六
四

奥
書
院
を
修
理
す
る
。伊
藤
若
冲
が
奥
書
院
上
段
の
間
に﹁
花
丸
図
﹂（
No
・
22)

︑

二
之
間
に﹁
山
水
図
﹂︑三
之
間
に﹁
杜
若
図
﹂︑広
間
に﹁
垂
柳
図｣

を
描
く

安
永
八

一
七
七
九

二
月
　
将
軍
家
へ
正
月
︑五
月
︑九
月
祈
祷
の
巻
数
を
献
上
す
る
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ

る（
実
質
上
︑幕
府
の
祈
願
所
と
な
る
）

天
明
二

一
七
八
二

正
月
　
肥
前
国
の
青
柳
仲
右
衛
門
に
よ
り
︑司
馬
江
漢
筆﹁
扇
面
旭
日
鶴
亀
図
﹂

（
No
・
43
）が
寄
進
さ
れ
る

天
明
三

一
七
八
三

一
〇
月
　
江
戸
新
大
橋
の
某
に
よ
り
勝
川
春
章
筆﹁
見
立
女
三
宮
図
﹂（
No
・
39)

が

奉
納
さ
れ
る

天
明
四

一
七
八
四

三
月
　
御
影
堂
に
て
弘
法
大
師
九
五
〇
年
忌
を
営
む

天
明
七

一
七
八
七

夏
︑円
山
応
挙
が
表
書
院
の
襖
絵﹁
稚
松
丹
頂
図
﹂（
No
・
13
）︑

﹁
芦
丹
頂
図
﹂（
No
・
14
）︑﹁
遊
虎
図
﹂（
No
・
15
〜
18
）を
描
く

寛
政
元

一
七
八
九

絵
馬
堂
上
棟
す
る

寛
政
六

一
七
九
四

一
〇
月
　
円
山
応
挙
が
表
書
院
に
襖
絵﹁
竹
林
七
賢
図
﹂（
No
・
19
︑20
）な
ど
を
描
く

天
保
一
五

一
八
四
四

五
月
　
有
栖
川
宮
御
代
参
の
岸
岱
ら
が
来
社
す
る

六
月
　
岸
岱
が
奥
書
院
襖
絵
を
描
く

一
〇
月
　
岸
岱
が﹁
陵
王
図
・
桜
樹
太
鼓
図
衝
立
﹂（
No
・
21
）を
描
く

金
刀
比
羅
宮
略
年
表



和
暦

西
暦

で
き
ご
と

安
政
七

一
八
六
〇

三
月
　﹁
琴
棋
書
画
図
小
襖
﹂（
No
・
35
）の
絵
師
︑冷
泉
為
恭
が
関
白
九
条
尚
忠
の

奉
行
と
し
て
宮
に
二
个
月
間
逗
留
す
る

明
治
元

一
八
六
八

七
月
　
神
祇
官
よ
り
金
刀
比
羅
社
を
金
刀
比
羅
宮
と
改
め
る
旨
達
せ
ら
れ
る
。観
音

堂
・
仁
王
門
・
多
宝
塔
な
ど
を
廃
す

明
治
四

一
八
七
一

国
幣
小
社
に
勅
定
さ
れ
︑事
刀
比
羅
宮
と
な
る

明
治
五

一
八
七
二

四
月
　
琴
陵
宥
常
が
事
比
羅
宮
権
宮
司
に
任
ぜ
ら
れ
る

七
月
〜
八
月
　
仏
像
︑仏
画
な
ど
の
焼
却
︑売
却
が
行
わ
れ
る

明
治
六

一
八
七
三

三
月
〜
五
月
　
琴
平
山
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る

明
治
一
一

一
八
七
八

四
月
　
御
本
宮
再
営
正
遷
宮
が
行
わ
れ
る
。阿
野
郡
松
山
旧
頓
證
寺
堂
宇
を
当
宮

境
外
摂
社
と
し
て
白
峰
神
社
を
創
建
す
る

崇
徳
天
皇
を
奉
祀
し
︑御
相
殿
に
待
賢
門
院
・
大
山
祇
命
を
奉
祀
す
る

八
月
　
高
橋
由
一
が﹁
二
見
个
浦
図
﹂を
奉
納
す
る

一
一
月
　
高
崎
正
風
を
介
し
て
︑由
一
よ
り
自
分
が
主
催
す
る
画
塾﹁
天
絵
社
﹂拡
張

資
金
融
資
の
依
頼
を
受
け
る

こ
の
年
︑後
深
草
天
皇
が
白
峰
の
崇
徳
天
皇
廟
に
奉
納
し
た﹁
な
よ
竹
物
語
絵
﹂

（
No
・
34
）が
宮
の
所
蔵
品
と
な
る

明
治
一
二

一
八
七
九

二
月
　
高
橋
由
一
よ
り
三
五
点
の
油
絵
の
奉
納
を
受
け
︑

天
絵
社
へ
二
〇
〇
円
の
補
助
金
を
出
す

三
月
〜
六
月
　
琴
平
山
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
。

由
一
の
油
絵
三
七
点
が
出
品
さ
れ
る

明
治
一
三

一
八
八
〇

三
月
〜
六
月
　
琴
平
山
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
。由
一
の
油
絵
三
〇
点
が
出
品
さ
れ
る

一
二
月
　
由
一
が
琴
平
に
滞
在
し
︑﹁
鯛（
海
魚
図
）﹂（
No
・
29
）︑

﹁
桜
花
図
﹂（
No
・
30
）を
奉
納
す
る

明
治
一
四

一
八
八
一

一
月
　
高
橋
由
一
が﹁
琴
陵
宥
常
像
﹂（
No
・
24
）︑﹁
琴
平
山
遠
望
﹂（
No
・
23
）な
ど

を
完
成
さ
せ
る

明
治
一
六

一
八
八
三

七
月
　
森
寛
斎
が﹁
葡
萄
栗
鼠
図
﹂（
No
・
41
）を
奉
納
す
る

明
治
一
九

一
八
八
六

四
月
　
琴
陵
宥
常
が
事
比
羅
宮
宮
司
に
任
ぜ
ら
れ
る

明
治
二
二

一
八
八
九

七
月
　
漢
字
表
記
が﹁
事
比
羅
宮
﹂か
ら﹁
金
刀
比
羅
宮
﹂へ
戻
る

明
治
二
四

一
八
九
一

六
月
〜
七
月
　
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
に
よ
る
金
刀
比
羅
宮
調
査
の
結
果
︑

﹁
な
よ
竹
物
語
絵
﹂（
No
・
34
）他
に
鑑
査
状
の
発
行
を
受
け
る

明
治
三
八

一
九
〇
五

七
月
　
久
留
正
道
設
計
に
よ
る
洋
館
建
築
の
宝
物
館
を
開
館
す
る

大
正
三

一
九
一
四

二
月
　
崇
徳
天
皇
御
鎮
座
七
五
〇
年
臨
時
大
祭
を
開
催
す
る

大
正
一
二

一
九
二
三

二
月
　
金
刀
比
羅
宮
に
図
書
館
を
開
館
す
る

昭
和
二

一
九
二
七

こ
の
年
︑帝
国
水
難
救
済
会
創
立
三
〇
年
記
念
と
し
て
琴
陵
宥
常
銅
像
を
建
設
す
る

昭
和
三

一
九
二
八

一
〇
月
　
図
書
館
付
属
学
芸
参
考
館
が
開
館
す
る

昭
和
二
五

一
九
五
〇

四
月
　﹃
こ
と
比
ら
﹄創
刊

八
月
　
表
書
院
の
円
山
応
挙
筆
襖
絵（
No
・
13
〜
20
）︑

﹁
な
よ
竹
物
語
絵
﹂（
No
・
34
）︑﹁
弁
才
天
十
五
童
子
像
﹂（
No
・
10)

な
ど
︑

金
刀
比
羅
宮
の
旧
国
宝
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

昭
和
二
七

一
九
五
二

六
月
　
京
都
蹴
鞠
保
存
会
琴
平
支
部
を
金
刀
比
羅
宮
蹴
鞠
会
と
改
称
す
る

こ
の
年
︑蹴
鞠
が
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

昭
和
六
〇

一
九
八
五

六
月
　
金
刀
比
羅
宮
の
新
庁
舎
が
竣
工
す
る

九
月
　
金
刀
比
羅
庶
民
信
仰
資
料
収
蔵
庫
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
る

平
成
七

一
九
九
五

一
月
　
琴
陵
容
世
が
宮
司
に
就
任
す
る

平
成
一
三

二
〇
〇
一

四
月
　
長
ら
く
行
方
が
わ
か
ら
な
かっ
た
高
橋
由
一
筆﹁
琴
陵
宥
常
像
﹂（
No
・
24
）が

宮
司
宅
に
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
公
表
す
る

平
成
一
六

二
〇
〇
四

九
月
　
大
遷
座
祭
の
と
き
に
旧
社
務
所
を
高
橋
由
一
館
と
し
て
開
館
す
る

平
成
一
九

〜
二
〇

二
〇
〇
七

〜
〇
八

﹁
金
刀
比
羅
宮 

書
院
の
美
　
応
挙
・
若
冲
・
岸
岱
﹂展
が
東
京
藝
術
大
学
美
術
館
︑

金
刀
比
羅
宮
︑三
重
県
立
美
術
館
︑フ
ラ
ン
ス
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
を
巡
回
す
る

（
フ
ラ
ン
ス
で
は﹁
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん 

海
の
聖
域
展
﹂）


